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よって，NSVの音響学的ならびに音声言語学的特性を明らかにすることを目的とした。   
【方法】   
被験者は構音機能について異常を認めない健常成人7名とした。被験者には前もって実験  
の手順を説明し，同意を得た。各被験者の鼻孔の印象採得を行い，NSVを作製した。また，  
軟口蓋に1伯方エビネフリン含有2％リドカイン（Lignospan，日本歯科薬品，下関）を用い   
て局所麻酔を行った。単音節明瞭度検査（以下IMS）と，会話明瞭度検査（以下ICS），  
Nasalance scoreの算出，ならびにFlおよびF2rangeをパラメータとした音響分析を行  




■■ るため，Nasalancescoreの測定（以下ANE－Confirm）を行った。統計分析は，各群間比  
較にRepeatedmeasures analysisofvarianceonRanksおよびposthocとしてTukeytest  






















徴が明らかとなった。   
論文 審査結果の要 旨   
本研究は、鼻咽腔閉鎖不全に伴う構音障害の改善装置であるNasalSpeakingValve  
（NSV）の音声言語学的特性を実験的鼻咽腔閉鎖不全モデルを用いて検討したものである   
健常被験者の軟口蓋に浸潤麻酔を行い、実験的鼻咽腔閉鎖不全を起こすことを試み   
ている。音声データを単音節明瞭度検査、会話明瞭度検査、Nasalance scoreの算出  
ならびに、FlおよびF2ra叩eをパラメータとした音響分析を用いて評価し、健常条   
件、健常時NSV装着条件、麻酔条件、麻酔時NSV装着条件の4条件間で比較している。  
1）単音節明瞭度検査の結果   
麻酔条件下の単音節明瞭度は健常条件下に比べて有意に低かった。麻酔時NSV装  
着条件下ではこすべての被験者において麻酔条件下よりも高い値であり、健常条件下   
に対する改善率の平均値は90％であった。  
2）会話明瞭度検査の結果   
麻酔条件下の会話明瞭度は健常条件下に比べて有意に低く、麻酔時NSV装着条件   
下は麻酔条件下に比べて有意に高い値を示していた。これは単音節明瞭度検査の結果   
と同様であったが、健常条件下に対する改善率の平均値は51％であり、単音節明瞭度   
検査の改善率よりも低かった。  
3）Nasalance ＄COreの結果   
健常条件下と健常時NSV装着条件下との間を除く全ての条件間で有意差を認めた。  
4）FlおよびF2rangeをパラメータとした音響分析の結果   
Flrangeは、l麻酔条件下は健常条件下に比べて有意に低い値を示し、麻酔時NSV  
装着条件下は麻酔条件下に比べ、有意に高い値を示した。またFlra叩eは、健常条件  
下と麻酔時NSV装着条件下の間に有意差を認めなかった。F2ra喝eは、いずれの条   
件間にも有意差を認めなかった。  
これらの知見から、軟口蓋への浸潤麻酔を行うことで実験的に鼻咽腔閉鎖不全を発   
生させることができ、鼻咽腔閉鎖不全のみによって生じた構音障害に対するNSVの   
効果の特徴が明らかとなった。このことは、NSVが鼻咽腔閉鎖不全に伴う構音障害   
に対する治療オプションの一つになる可能性を示した点で重要な研究成果であると   
考えられた。   
よって本論文は博士（歯学）の学位授与に催すると判定した。   
